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　現在，資本主義諸国，とくに日本において都市と農村との関係は深刻な矛盾，危機を深めてい
る．人口，労働資源の配置に関しても「過疎と過密」という言葉に表わされるぶうに，お互いの対
立は進展し，それぞれが住民にとって深刻な問題を内包している.
　1977年，国土庁より出された「第三次全国総合開発計画」において，これらの矛盾は表面的には
認識され，「明治初頭以来１世紀にわたって集中をもたらした経済社会の発展が集中の結果として
分散のメカニズムをはぐくみ，人口，産業の地域的展開の基調は，大都市への集中から地方都市で
の集積へと転換する兆しを見せはじめている．……このような基調を定着，強化をはかり，国土資
源の有限性を前提として偏在的な国土の利用を再編成しつつ，それぞれの地域において，自然的，
社会的，歴史的条件に沿って，居住環境を総合的，計画的に整備することが必要である」（２ペー
ジ）とのべられており，そのための中心的構想が「定住構想」という考え方で展開されている.，し
かし，この考え方は，第二次全国総合開発計画に対して，「拠点開発方式を更に充実させ，中枢管
理機能の集積と物的流通の機構とを体系化するため，全国的なネットワークを整備し，この新ネッ
トワークに関連せしめながら各地域の特性を生かした自主的，効率的な大規模開発プロジェクトを
計画し，これを実施することによって，その地域が飛躍的に発展し，漸次その効果が全国土に及
び，全国土の利用が均衡のとれたものとなるという方式がとられた．同時に，生活圏を地域開発の
基礎単位として設定し，地域の特性を生かした生活圏の整備，充実が図られることを地域の自主性
に期待した．……しかしながら，新しい生活圏の整備か立ち遅れたため，計画の意図した目的を達
成するには至っていない.」（6－フページ）という，事態を正確に認識しない無内容な総括から出
発している限り，「定住構想」の理論的基礎は不明確なままであり，したがって，この構想の失敗
も不可避であろう．実際上も，諸矛盾の進行，とくに労働資源の利用，移動か無政府的に，資本主
義的「合理的」に実現されていくことを規制する具体的手がかりをもっていない．
　林直道氏はこの過程の一側面を「人口の社会的動態」の激変という視角から分析.し，高度経済成
長の一要因を指摘している．農村から都市への人口め急激な移動と「生産年令人ロの急速な肥大化
傾向と世界抜群の高い比重」をもつ人口動態が, (1)「低賃金労働力の豊かな供給源」となり，（2）
　「高度成長過程での低賃金・低福祉と一定のかかわり」をもち, (3)「外国にくらべて高い割合での
女性の経済活動への参加」をもたらし, (4)「高度成長下における消費市場の爆発的増大」の要因と
なったのではないか，と問題提起をしている（①－95～97).さらに．これらの問題は高度成長の
終焉後，逆の要因に転化していくことも指摘している.
・他方，社会主義社会のソ連におけるこれらの問題をめぐる事態はどうであろうか．「後進的」資
本主義国，圧倒的な農民国として出発した社会主義ソ連には, 1917年革命以降現在にいたる急速な
工業化という変動の中で，産業諸部門間の関係の大きな変化，就業人口構成の量的・質的な変化，
都市と農村のあり方や相互関係の変化が急激に起きている．その中でさまざまな問題点か指摘され
てきている．工業化の優先の中で農業における基幹的労働力が都市へ流出してしまい，農業の集約
化にどって深刻な障害となっていること，都市と農村の格差の存在めもとで，人口の大規模な都市
集中が継続的に生起しており，これが都市と農村の双方に諸問題を生起させていること，また，都
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市に関しても，小，中都市から大都市への人口流動性はきわめ七高く，人［］の適切な配置という点
では大きな問題であること，などである（1）.　　　　　　　ダ
　ソ連の社会学者の研究を基礎に，この問題を農業問題の側面からするどく分析した中山弘正氏は
ソ連社会全体に対する考え方を次のように提示する.
　　「社会主義の先進国，ソ連邦は『革命後半世紀以上も，工業化につぐ工業化をやってきたからこ
そ』今やソ連邦の『農』は大きな問題にまでなってしまったのである．工業化都市化の重視，農業
農民の軽視を半世紀以上も続けてきたからなのである」（②－１）↓と基本的な問題の性格をとらえ
た上で，農業部門内部の問題点を次のように把握する．　　　　ブ
　　「機械化をひとつの軸として，すでに30年代から形成されてきでいた農村内の職種体系の階層化
は，ヒエラルヒーとしてソ連邦農村社会に定着した．この下層をなす大衆的野作業雑役層等は社会
主義経営部門への主体的姿勢に乏しく，逆に個人副業に精励するという形が根強くできてしまい，
これが所得階層化とも相関しつつ，農業の停滞期や，また一般化経営成績の低い企業では賃金格差
拡大に結果した．この個人副業の残存は，一般的に近代工業社会における小農の根強さという問題
の延長線上にあろう．しかし，ともかく単なる遺制としてではなく，かの職種階層のヒエラルヒー
構造の裏面として，まさに表裏関係として再生産されていると考えられ，新定款もそれをむしろ公
認した．ソヴェト社会主義農業は，こうしたかげひなたをもつ複合的主体によって担われているの
である．
　しかし，ソヴェト農業の担い手を積極的に代表している上層（インテリ，専門家層），また近い
将来そうしたメンバーたるべき農村青年達は，概していちじるしく「都市志向」が強く，また実際
激しく流出し，流動している．この時期の全体をとおし，実に多くの政策的対応がなされたにもか
かわらず，これらの階層を中心とした流動性の問題は残されたままである．それというのも，この
期間，工業化にともなう都市化は強烈に進展しており，その吸引力が強かったからであるが，さら
に一歩つっこめば，実はソヴェト社会の全体が，教育水準を軸とした位階制的職種階層的構造をも
っており，所得のみならず種々の地位，権限，権能,･のヒエラルヒーか存在し，農村からの流出も
それらをめぐる形でなされているからなのである」（②-327～328).
　われわれは，中山氏の理論を検討する前提としてこのように指摘されているソ連の都市と農村を
めぐる人口の変動がいかなるものであるのかを全体的に明らかにしていくことが必要であると考え
る．これらの問題の分析は都市と農村との関係は，資本主義社会と基本的に異なる社会主義社会に
おいて，工業化という類似した過程の中において，どのように発展し，「解決」されていくのであ
るか，という大きな問題に接近することになる(2)
　　　　　　　　　　　　　　　1. 1920年の国=勢調査（3’丿
　まず，基本的な人口変動の資料として，人口数，年令構成，都市と農村における分布などについ
て，国勢調査の資料にもとづいて見ていこう．
　第１表はヨーロッパ・アジアのロシア58県の人口数である．この段階では，モスクワ市，ペトロ
グラード，アルハングリスクをのぞいて人口の圧倒的多数は農村人口叫である．また，地帯的に見
ても，たとえばヨーロッパ・ロシアとシベリア各県を比較しても，全人口における農村人口のしめ
る比率はあまり変りはない．　ロシア共和国の中でごく少数の革命以前からの都市を除き，他は農村
人口であることがこの期の特徴といえる．
　次に，農村人口の年令構成を見てみよう．　　　　　　　　　　　　　　・
　第２表は第１表とほぼ同じ地域の農村男性の年令構成である．第２表において特徴的な点は，20
－29才, 30―39才にかけての人口の割合が小さいことである．この点は，第２次大戦後広範にみら
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第１表　ロシア58県の人口調査結果(1920. 8. 28)　（出所⑤-Tom 1，BbincK 3, T. 1)
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県 現存人口(Ａ) 農村人口（Ｂ） 都市人口 B/A
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第２表　農村男性の年令構成(1920. 8. 28) (出所⑤―Tom 8，BbincK 1，T.4）
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第３表　都市男性の年令構成(1920) (出所⑤― Tom 8,.BbincK 1, T. 5)
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れるようになる農村から都市への大量の人口移動という要因と，第１次大戦，革命後の国内戦等に
よる若年層の損失の影響と考えることかできると思われる．その点を，都市男性の年令構成との比
較によって見てみよう．（第３表参照）．
　第２表と第３表を比較すると, 20―59才の労働能力人口の比率か都市においては農村より高い･
また, 20―29才の若年労働人口の比率が農村においては大きく低下しているのに対七，都市におい
ては30－39才の人口の比率･と変わらず，低下してもいないﾝ　　　　　．･
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他方，幼年人口と60才以上の人口の全人口に対する比率は，いずれも農村の方が高い．
次に，農村女性の年令構造（第４表参照）と都市女性の年令構成（第５表参照）を見てみよう
　　　　第４表　農村女性の年令構成(1920. 8. 28) (出所⑤-Tom ８，BbincK 1, T. 4)
県
　　才
Ｏ－９
　　才
10-19
　　才
20-29
　　才
30-39
　　才
40-49
　　才
50-59
60才以上 計
ア　　　ル　　　タ　　　イ
ア　ル　ハ　ン　ゲ　リ
ブ　　ケ　　イ　　ェ　　フ
ビ　　　　　テ　　　　　フ
ウ　ラ　ジ　ミ　ー　ル
ド　　　　ッ　　　　州
エ　　ニ　　セ　　イ
イバノボ・ボズネセンスク
コ　　ス　　ト　　ロ　　ム
マルクスシュタット
モ　　　ス　　　ク　　　ワ
ノ　　ブ　ゴ　ロ　　ド
オ　　リ　　ョ　　ー　ル
ペ　　　　　ノレ　　　　　　々/
セベロ・ドウピソスク
ス　モ　ー　レ　ン　ス　ク・
スタブロ’ポーリ
ト　　ウ　　ベ　　ー　　リ
チ　ェ　ル　ス　カ　ヤ　州
ト　　　ウ　　　ー　　　ラ
ウ　　　　　フ　　　　　ァ
ツ　ァ　リ　チ　ン　ス　ク
チ　ェ　ラ　ビ　ン　ス　ク
ヤ　　ロ　　ス　　ラ　　フ
115004
47160
32250
144192
　55411
250015
150293
　62137
149759
　63508
163899
　99890
205412
172770
102659
　86445
164034
169559
107944
219194
258743
　60472
159479
129238
92016
43228
18201
142439
54162
271478
124923
60906
142396
　54496
178988
　97685
188703
167273
　96263
　81846
152168
175386
　89998
209735
228702
　55729
158669
131979
62604
27098
12023
86373
34755
167868
83396
44164
99252
34052
109246
67748
102148
108965
64113
51138
98740
111974
　53572
11-7741
130266
　30204
　97597
　95291
44064
23209
14658
64580
25748
115880
62294
30632
73448
22233
80495
50933
86246
81992
51026
39354
64771
86839
44675
94482
102892
. 24644
　75697
　72413
32886
17827
10678
49817
20464
93319
46034
■25217
58628
17944
68460
41271
69689
74152
40376
33.460
44263
72204
30745
80497
78163
,19515
579.90
62347
23048
14279
　7575
38735
18307
72914
32723
21865
50063
14220
63236
35916
54153
61779
31672
28834
31609
60977
21858
62533
61897
14065
42617
52804
27345
18223
　9997
40665
22476
73378
39467
27663
58230
14152
70232
49042
55744
69061
33472
29841
31837
79442
26223
66701
73380
16269
49895
66522
396523
191071
105562
566874
231453
1045191
539231
272688
631897
220669
735069
442633
762367
736477
419661
350947
587536
761238
375085
851262
934306
220910
642038
610769
１７５郡総計 3169457 3017309 1889819 1433205 1145941 917679 1049308 12631457
比　率　（％） 25.1 23.9 15.0 11.4 ■9.1 7.3 8.3 100
第５表　都市女性の年令構成(1920. 8. 28) (出所⑤―Tom 8，BbincK 1, T. 5)
　県　　　　　　1o一汗にo－よ120一語3o一才40-49 50-59 l°"才ふ
ア
ア
????????
ノレ
ノレ
　ケ
ヤ
ノゝ
?????
　タ
ン
　工
グ
　ス
ゲ
カテリ　ンブル
　ニ　　　セ
イバ
コ
マル
ン
ス
ク
??????????
・ボズネセンスク
ス
ト
シ ユ
?????ッ??
?
?????????? ???
?
―?
?
?
? ? ?
????? ???????? ?
???????? ｝? ?????? ?
?????‐??
????????????????? ?????? ??? ?? ? ???? ?
?????? ?? 『???? ?? ?????
??????‐?
?????????????????????
??
???
―?
―?
???????
? ??????
計
??????? ????? ? ?? ?
51685
37206
　1907
100363
　33743
117161
109586
??
?―?
??
?
????
??
??
?
?
??
??
??
?
??
????
18357
ソ　連　に　お　け　る　人　口　分　布　　　（保坂） 49
モ　　　ス　　　ク　　　ワ
ノ　　ボ　　ゴ　　ロ　　ド
オ　　　リ　　　ョ　　　ル
ペ　　　　　ル　　　　　ミ
ペ　ト　ロ　グ　ラ　ー　ド
プ　　　ス　　　コ　　　フ
セ　ベ　ロ　・　ド　ビ　ン
ス　タ　ブ　ロ　ポ　ー　リ
チ　　ェ　　ル　　ス　　ク
ト　　　ウ　　　ー　　　ラ
ウ　　　　　ラ　　　　　ル
ノゝ　　　　リ　　　コ　　　フ
ッ　　ア　　リ　　チ　　ッ
チ　ェ　ラ　ビ　ン　ス　ク
ヤ　　ロ　　ス　　ラ　　フ
109908
11599
18240
19636
52831
　4609
　3181
　9621
29084
17769
　6685
21015
16986
22250
19795
146961
13210
21839
20014
78336
　5207
　3638
11417
33549
23243
　7805
29212
18681
22530
21962
154423
11000
15815
18250
96488
　4304
　3299
　8946
26126
19136
　5449
35035
12379
16764
19055
110106
　7986
11569
12225
69074
　3077
　2115
　6066
18348
12542
　3336
22483
　9140
12145
14513
84604
　6057
　9023
　9383
‘55399
　2469
　1667
　4367
12438
10563
　2464
15027
　7543
　9567
11043
62185
　5125
　8069
　7335
40739
　2021
　1286
　3304
　9676
　7778
　2396
10409
5902
6328
9000
　45891
　4921
　7881
　7261
　27042
　1822
　1187
　3346
　8365
　7008
　2531
　9926
　6178
｀　6940
　8235
716326
59990
92503
94220
420618
23536
16405.
47084
137665
98073
30672
143387
　76812
　96537
103690
計 580932 697865 647487 4S1394 348915 263456 229587 3224425
比　率　（％） 18.0 21.7 20.1 14.0 10.8 8.2 7.1 100
第４表に見られるように，農村女性の25％はＯ－９才であり, 0―19才で50％弱となるほど幼年人
口の比率が高い．対照的に都市女性については, 0 ― 9才＝18.0％，10－19才=21.7%, 20―29才
=20.1%であ'り，幼年人ロの比率が小さく，若年労働力人口の比率が高くなっている．ただし，都
市人口と農村人口の相互関係という点でみると，農村男性人口に関してみられたような労働力移動
的変動は見られない．
　　　　　　　　　　　　　　　2. 1926年の国勢調査（5J　　　　　　　　ダ
　次に1926年国勢調査で同様の関係をみてみよう．第６表はロシア共和国(1926年当時）の都市，
農村人ロである．いずれの地方でも圧倒的多数は農村人口であるが, 1920年のそれと比較すると
　（第６表参照），全国的に，若干，都市人口が増大していることがうかがえる．しかし，都市人口
増加テンポはゆるやかである．都市人口の比率の高い地区は，レニングラード・カレル地区，クリ
ミア自治共和国，であり，中央工業地区，極東地方は全人口の25％が都市人口となっている．
　次に都市，農村人ロの年令構成をみてみよう（第フ表参照) . 1926年調査においては第７表のよ
うな，性別の相対比率しかないのであるが，都市と農村とを比較してみると，年令構成比として，
0－19才の男性人口は農村男性人口のうち53％をしめ，また，都市男性人□のうち41％をしめてい
る．逆に, 20―49才の基幹的労働力年令層をみると，この年令層は農村男性人ロの34％をしめ，都
市男性人口の49％をしめており，対照的である．女性人口についてもほぽ同様である．
　次に，第２，７表を比較してみると，地域的に同一とはいいがたいが，特徴的な点は, 20―29才
の年令層の比率が, 1920年におけるほど1926年には落ちこんでおらず，いわば「正常な」形を示し
ていることである．
　第３，７表を比較すると，都市男性人口においては, 20―29才年令層の比率が, 1920年よりも19
26年においてはかなり高くなっているのか特徴的である．これらの点は，国内戦の終結，兵士の帰
還，一定の都市労働者の農村への帰還の影響の結果であろう．第４，５表と７表を比較すると，こ
の間，女性人口に関してはほとんど変動は見られない．
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第６表　ロシア共和国の現存都市，農村人口「　（出所⑧―Tom 9－Ｔ. 1）
地　　　　　　　　域
都　市　人　口
-一一-
　'農　村　人　口
〃
都市人口
比率
　(％)
-
農村人口
比率
(％)
男 女 計 剪 女 計
　ロシア共和国
　１．北　　　部　　　地　　　区
'2.レニングラード・カレル地区
　３．西　　　部　　　地　　　区
　４．中　央　工　業　地　区
　５．中　央　黒　土　地　区
　ﾊﾞ6.　ビ　ャ　ト　ス　ク　地　区
　７．ウ　　　ラ　　　ル　　　　州
　８．バ　シ　牛　－　ル　ACCP
　9.中　央　ボ　ノレ　ガ　地　区
　10.下　流　ボ　ノレ　ギ　地　区
　11.ク　　リ　　ミ　　ヤ　ACCP
　12.北カフカーズ地方
　13.ダ　ゲ　ス　タ　ン　ACCP
　14.カ　　　ザ　　　フ　ACCP
　15.キ　　リ　　ギ　ス　ACCP
　16.シ　ベ　リ　ア　地　方
　17.ブリャートモンゴールACCP
　18.ヤ　ク　ー　ツ　ク　ACCP
　19. m　　　東　　　地　　　方
8456603
　114825
1128405
　254515
2371402
485682
115575
664774
110586
546155
458296
159541
803545
　44032
269517
　63922
563872
　25336
　8023
265400
8986152
　119513
1170666
　257359
2579950
539080
120491
742300
123664
621557
518868
170723
851579
　41002
269632
　57158
568058
　20240
　7254
207058
17442655
　234338
　2299071
　511874
　4951352
　1024762
　236066
　1407074
　234250
　1170712
　977164
　330264
　1655124
　85034
　539249
・　121080
　1131930
　45576
　15277
　472458
39714132
　996032
2065695
1794931
6559118
4647914
1487330
2502989
1149751
4259157
2171633
　190303
3223001
　339013
3061480
　452473
3706622
　223177
　144832
　738681
43734457
　1138070
　2294915
　1992345
　7803554
　5153154
　1739801
　2876276
　1281835
　4838299
　2380719
　193256
3485366
　364051
2902277
　419451
3849387
　222483
　128976
　670212
83448589
　2134102
　4360640
　3787276
14362672
9801068
3227131
5379265
2431586
9097455
4552352
　383559
6708367
　703664
5963757
　871924
7556009
　445660
　273808
1408893
　17.3
　9.9
　34.5
　11.9
　25.6
　9.5
　6.8
　20.7
　8.8
、11.4
　17.7
　46.3
　19.8
　10.8
　8.3
　12.2
　13.0
　9.3
　5.3
　25.1
82.7
90.1
65.5
88.1
74.4
90.5
93.2
79.3
91.2
88.6
82.3
53.7
80.2
89.2
91.7
89.8
87.0
90.7
94.7
74.9
第７表　ロシア共和国における住民年令構成(1926) (出所⑧―Tom 9 Ｔ 17）
　　才
Ｏ－９
　　才
10－19
　　才
20-29
　　　　才
・30－39
　　才
40-49
　　　才
50-59
60才以上 計
仝　人　□
　　　男
　　　女
･都市人口
　　　男
　　　女
農村人口
　　　男
　　　女
26.n
24.35
20.40
18.94
28.07
25.46
24.02
22.95
20.23
21.09
24.83
21.86
16.87
17.71
23.16
21.97
15.54
16.84
11.3レ
11.91
15.19
14.74
10.48
11.33
8.85‘
8.78
10.83
9.64
8.43
8.60
6.07
6.81
6.09
6.82
6.06
6.80
5.61
6.32
3.81
6.30
5.99
6.88
100
100
100
100
100
100　゛
　　　　　　　　　　　　　　S. 1959年の国勢調査(゜にの国勢調査においては,
1939年の調査と比較をした，ロシ｀ア共和国における人口数の変動か示
されている(第９表参照)．まず，この期間，総人ロが108％へと若干増加しているが，地域別に
みると(Ｂ/Ａ)，中央地区，中央黒土地区，ボルガ，ビャック地区で人ロが減少しているのに対
し，ウラル，シベリア地区，北西地区で人口の増大か見られる．ロシア共和国内部において，中央
部から東部地区への人口配置の若干の変動がみられる．
　次に，都市と農村との関係で同表をみると，ロシア共和国全体としては，この期間に都市人口と
農村人口の比率が逆転し, 1959年に都市人口は総人ロの52％右しめるまでに増大している．しか
　ソ　連　に　お　け　る　人　口･分　布･　・（保坂）
第９表　1939年, 1959年の現存人口数（出所⑨－24～29）
総人口
　(Ａ)
ロシア共和国
　北　　西　　地　　区
　中　　央　　地　　区
　ボルガ・ビャトスク地区
区1116910
中　央　黒　土　地
ボルガ沿岸地
北カフカーズ地
????
　ﾗ　　ﾉﾚ　　地
シベリ　ア地
区
???
区
シベリ　ア地区
　東　　地　　区
2530809
　869814
1043927
1212498
10511511
14443875
7936870
5185234
2561677
1939年
一一
　内
一
都　市
????
?????????
?? ?? ?? ?? ?? ? ?? ? ??? ? ??? ? ??
農
訳
一
村
??????? ?? ????????
総人口
　(Ｂ)
1959年
一
一
都　市 農
訳
一
村
総人口に対する
都市人口の比率
　　　(％)
1939年
?????????????‐????―????????? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ?? ? ???????? ??? ? ?? ? ??? ? ?? ? ?? ? ??? ? ? ?
???―???―??
????????? ??? ???? ??
1959年
-
61
39
????
?
??
? ?
1）それぞれ1946, 1944, 1945年にロシア共和国に編入されたカリーニングラド州，トゥビン
　サハリン州南部をのぞく．
　52
　70
ACCP,
51:
旦
Ａ
(％)
-
108
??????? ??????
し，地区別にこの点をみると，ボルガ・ビャック地区，中央黒土地区，ボルガ沿岸地区，北カフカ
ーズ地区において総人ロにしめる都市人口の比率は依然として低い．絶対数において農村人口が減
少し，都市人口は増大しているが比率は.まだ逆転していない．他方4極東地区においては都市人ロ
が50％から70％へと比率を増大させているが，農村人口の絶対数も増大している. 1950年代末に，
ロシア共和国において，やっと都市人口と農村人口が桔抗したといえるだろうレ
　次に，都市，農村人口の年令構成を見てみよう（第10～13表参照）．まず，各表に共通して見ら
　　　　　　　第10表　都市男性の年令構成（ロシア共和国,1959年）（出所⑨－75～85）
総人口
　　才
Ｏ－９
　　才
10-19
　　才
20-29
　　才
30－39
　　才
40-49
　　才
50-59
　　才
60-69
70才以上
ロ　シア共和国
　　　　　　　　％
北　　西　　地　　区.
　　　　　　　　％
中　　央　　地　　区
　　　　　　　　％
ボルガ・ビヤッカ地区
　　　　　　　　％
中央黒土地区
　　　　　　　　％
ボルガ沿岸地区
　　　　　　　　％
北カフカーズ地区
　　　　　　　　％
ウ　ラ　　ノレ　地　区
　　　　　　　　％
西シベリア地区
　　　　　　　　％
東シベリア地区
　　　　　　　　％
極　　東　　地　　区
　　　　　　　　％
27652664
　　100
3247739
　　100
6484463
　　100
1431644
　　100
1041363
　　100
2686662
　　100
2240570
　　100
4783129
　　100
2496563
　　100
1771006
　　100
1469525
　　100
6083662
　　22.0
　676429
　　20.8
1284088
　　19.8
　332313
　　23.2
　213413
　　20.5
　588735
　　21.9
　447144
　20.0
1177435
　24.6
591125
　23.7
420866
　23.8
352114
　24.0
4584917
　　16.6
　514155
　　15.8
1067095
　16.5
238629
　16.7
176310
　16.9
449256
　16.7
360105
　.16.1
794357
　16.6
424345
　17.0
295043
　16.7
265496
　18.1
6232797
　　22.5
　796860
　　24.5
1387025
　　21.4
　318086
　　22.2
　217163
　　20.9
　579430
　　21.6
　450176
　　20.1
　1117759
　　23.4
　603998
　　24.2
. 437004
　　24.7
　325296
　　22.1
4381350
　　15.8
　526752
　　16.2
1076592
　16.6
227961
　15.9
165935
　15.9
429992
　16.0
337325
　15.1
734140
　15.4
387132
　15.5
276789
　15.6
218732
　14.9
2964163
　　10.7
362758
　11.2
742845
　11.5
147670
　10.3
117687
　11.3
288682
　10.8
269530
　12.0
453295
　　9.5
230550
　　9.2
174301
　　9.8
176845
　12.0
2012815
　　7.3
　240569
　　7.4
549438
　　8.5
　100128
　　7.0
　82994
　　8.0
201533
　　7.5
205000
　　9.2
　305002
　　6.4
　144380
　　5.8
　97941
　　5.5
　85822
　　5.8
945934
　　3.4
　94185
　　2.9
264715
　　4.1
　46030
　　3.2
　44261
　　4.3
　99293
　　3.7
111774
　　5.0
135207
　　2.8
　74445
　　3.0
, 45128
　　2.6
　30896
　　2.1
446249
　　1.6
　35906
　　1.1
112488
　　1.7
20790
　1.5
23582
　2.3
49639
　1.9
59484
　2.7
65743
　1.4
40481
　1.6
23865
　1.4
14268
　1.0
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第11表　都市女性の年令構成（ロシア共和国, 1059年）（出所⑨－75～85）
総人口
　　才
Ｏ－９
　　才
10-19
　　才
20-29
　　才
30-39
　　才
40-49
　　才
50-59
　　才
60-69
70才以上
ロ　シ　ア　共　和　国
　　　　　　　　％
北　　西　　地　　区
　　　　　　　　％
中　　央　　地　　区
　　　　　　　　％
ボルガ・ビャック地区
　　　　　　　　％
中央黒土地区
　　　　　　　　％
ボルガ沿岸地区
　　　　　　　　％
北カフカーズ地区
　　　　　　　　％
ウ　ラ　　ノレ　地　区
　　　　　　　　％
西シベリア地区
　　　　　　　　％
束シベリア地区
　　　　　　　　％
極　　東　　地　　区
　　　　　　　　％
33958410
　　100
4170140
　　100
8582100
　　100
　1782826
　　100
1295937
　　100
3341813
　　100
2759002
　　100
5707378
　　100
2881143
　　100
1882003
　　100
1556068
　　100
5874231
　　17.3
　652250
　　15.6
1240084
　　14.5
　320949
　　18.0
　203225
　　15.7
568330
　　17.0
430536
　15.6
1141633
　20.0
573412
　19.9
403560
　21.4
340252
　21.9
4624750
　　13.6
　517800
　　12.4
1110727
　12.9
245344
　13.8
178912
　13.8
462681
　13.9
357165
　13 0
807653
　14.2
410465
　14.3
280875
　14.9
253128
　16.3
　6439116
　　19.0
　806734
　　19.4
　1545663
　　18.0
　335357
　　18.8
　233584
　　18.0
　626012
　　18.7
　472132
　　17.1
　1139314
　　20.0
　581006
　　20.2
　394194
　　21.0
1　305120
　　19.6
5733697
　16.9
760549
　,18.2
1488100
　17.3
297083
　16.7
214674
　16.6
543154
　16.3
441528
　16.0
916367
　16.1
482692
　16.8
311192
　16.5
278358
　17.9
4445636
　13.1
581730
　14.0
1218877
　14.2
230614
　12.9
175192
　13.5
432480
　12.9
397536
　14.4
675128
　11.8
333932
　11.6
211567
　11.2
188580
　12.1
3574078
　　10.5
　456731
　　11.0
1025740
　　12.0
186154
　　10.4
145770
　11.3
364323
　10.9
336837
　12.2
544675
　　9.5
257239
　　8.9
147830
　　7.9
108779
　　7.0
1991936
　　5.9
247595
　　5.9
585686
　　6.8
　104107
　　5.8
　84617
　　6.5
207069
　　6.2
　194250
　　7.0
296646
　　5.2
　142072
　　4.9
　79137
　　4.2
　50757
　　3.3
1274273
　　3.8
　146687
　　3.5
367017
　　4.3
　63182
　　3.5
　59937
　　4.6
　137695
　　4.1
　128990
　　4.7
　185821
　　3.3
　100263
　　3.5
　53614
　　2.9
　31067
　　2.0
第12表　農村男性の年令構成（ロシア共和国, 1959年）（出所⑨－86～97）
総人□
　　才
Ｏ－９
　　才
10-19
　　才
20-29
　　才
30－39
　　才
40-49
　　才
50-59
　　才
60-69
70才以上
ロ　シ　ア　共　和　国
　　　　　　　　％
北　　西　　地　　区
　　　　　　　　％
中　　央　　地　　区
　　　　　　　　％
ボルガ・ビヤック地区
　　　　　　　　％
中央黒土地区
　　　　　　　　％
ボルガ沿岸地区
　　　　　　　　％
北カフカーズ地区
　　　　　　　　％
ウ　ラ　ノレ　　地　区
　　　　　　　　％
西シベリア地区
　　　　　　　　％
東シベリア地区
　　　　　　　　％
極　　東　　地　　区
　　　　　　　　％
24772103
　　　100
　1811376
　　　100
　4156222
　　　100
　2158667
　　　100
　2731112
　　　100
　2823636
　　　100
　3042015
　　　100
　3632575
　　　100
　2184549
　　　100
　1576343
　　　100
　655608
　　　100
7025184
　　28.4
　492940
　　27.2
1059210
　　25.5
　635425
　　29.4
　723707
　　26.5
　789119
　　28.0
816276
　26.8
11317)2
　31.2
690249
　31.6
498905
　31.7
187640
　28.6
4230896
　17.1
283235
　15.6
716097
　17.2
382969
　17.7
471416
　17.3
512816
　18.2
517617
　17.0
611599
　16.8
363038
　16.6
254543
　16.2
117566
　17.9
4812279
　　19.4
　402539
　　22.2
　815922
　　19.6
424741
　　19.7
　496415
　-_18. 2
　514444
　　18.2
　570724
　　18.8
■ 726532
■ 20.0
　427753
　　19.6
　305341
　　19.4
　127868
　　19.5
3143578
　　12.7
　248702
　　13.7
　573582
　　13.8
　259223
　　12.0
　339689
　　12.4
　339021
　　12.0
　382301
　　12.6
　433070
　　11.9
　277489
　　12.7
　201995
　　12.8
　88506
　　13.5
2073320
　　8.4
　138779
　　7.7
　354380
　　8.5
・165393
　　7.7
　241949
　　8.9
　243611
　　ヽ8.6
　283905
　　9.3
　275676
　　7.6
　170680
　　7.8
　129418
　　8.2
　69529
　　10.6
1636320
　　6.6
114506
　　6.3
295956
　　7.1
　132024
　　6.1
207568
　　7.6
200442
　　7.1
223133
　　7.3
215302
　　5.9
121391
　　5.6
　87782
　　5.6
　38216
　　5.8
1064047
　　4.3
　77847
　　4.3
204246
　　4.9
　89385
　　4.1
141676
　　5.2
126127
　　4.5
144843
　　4.8
131842
　　3.6
　74873
　　3.4
　55965
　　3.6
　17243
　　2.6
785381
　　3.2
　52719
　　2.9
136642
　　3.3
　69430
　　3.2
108595
　　4.0
　97891
　　3.5
103148
　　3.4
106627
　2.9
　58964
　　2.7
　42348
　　2.7
　9017
　　1.4
れるのは，総人ロにしめる10―19才人ロの比率かきわめて低いことである．絶対数，相対比率と
も，０－９才, 20―29才の人口にくらべて大きく低下している．第２次大戦の影響による出生率の
低下の結果と見ることができるだろう．さらに都市，農村の女性に関する表をみると，全体的な年
令配置の中で中・高年層の比率が男性にくらべて高い点も，同様の結果といえるだろう．
　　　　　ツ　連　．に　お　け　る　人　口　分　布　　　（保坂）
第13表　農村女性の年令構成（ロシア共和国, 1959年）（出所⑨－86に97）
5ろ
総人口
　　才
Ｏ－９
　　才
10-19
　　才
20-29
　　才
30-39
　　才
40-49
　　才
50-59
　　才
60-69
70才以上
ロ　シ　ア　共，和　国
　　　　　　　　％
北　　西　　地　　区
　　　　　　　　％
中　　央　　地　　区
　　　　　　　　％
ボルガ・ビャック地区
　　　　　　　　％
中央黒土地区
　　　　　　　　％
ボルガ沿岸地区
　　　　　　　　％
北カフカーズ地区
　　　　　●　　　％
ウ　ラ　　ノレ　地　区
　　　　　　　　％
西シベリア地区
　　　　　　　　％
東シベリア地区
　　　　　　　　％
極　　東　　地　　区
　　　　　　　　％
31151138
　　　100
2244799
　　　100
5566564
　　　100
2879901
　　　100
3629497
　　　100
3602243
　　　100
3744019
　　　100
　4490148
　　　100
　2597182
　　　100
　1731183
　　　100
　665602
　　　100
6784930
　　21.8
　477924
　　21.3
1021503
　　18.4
　615658
　　21.4
　698907
　　19.3
761660
　　21.1
784133
　20.9
1097957
24.5
665401
　25.6
481272
　27.8
180515
　27.1
4036350
　　13.0
　251650
　　11.2
678911
　　12.2
371793
　12.9
457778
　12.6
493160
　13.7
509820
　13.6
531823
　13.0
343950
　13J
240050
　13.9
107415
　16.1
4658812
　　15.0
　344395
　　15.3
　806788
　　14.5
　427620
　　14.9
　496170
　　13.7
　500103
　　13.9
　577808
　　15.4
　694076
　　15.5
　405075
　　15.6
　289852
　　16.7
　116925
　　17.6
4267609
　13.7
327118
　14.6
799940
　14.4
387831
　13.5
485961
　13.4
457656
　12.7
491886
　13.1
589696
　13.1
380456
　14.7
243503
　14.1
103562
　15.6
3860706
　　12.4
　266988
　　11.9
　718288
　　12.9
　368381
　　12.8
　508900
　　14.0
　467024
　　13.0
　471938
　　12.6
　513148
　　11.4
　294134
　　11.3
　179482
　　10.4
　72423
　　10.9
3493200
　　11.2
253324
　　11.3
695733
　　12.5
336711
　・11.7
463895
　　12.8
430515
　　12.0
　413524
　　11.0
　472493
　　10.5
　238628
　　9.2
　140825
　　8.1
　47552
　　7.1
2251526
　　7.2
　177077
　　7.9
468769
　　8.4
216054
　　7.5
　287842
　　7.9
268134
　　7.4
　275957
　　7.4
　303965
　　6.8
　145733
　　5.6
　85981
　　5.0
　22014
　　3.3
1796803
　　5.8
　146220
　　6.5
376406
　　6.8
155749
　　5.4
229939
　　6.3
223809
　　6.2
218856
　　5.9
236753
　　5.3
　123711
　　4.8
　70180
　　4.1
　15180
　　2.3
　都市と農村との関係で各表をみると，農村から都市への労働能力人口の移動が, 20―39才の年令
層では２～３％の規模で行われていることを見ることができるものの，都市への大規模な人口集中
という形では表われていない. 1970年の調査結果とはその点でちがっている．
　　　　　　　　　　　　　　4. 1970年の国勢調査
　まず，表14によって1959年と1970年のロシア共和国人口の比較をしよう．この期間に，全体的に
約10％の人口増大がある．ボルガ・ビャック地区，中央黒土地区において人口増大率は低く，北カ
フカーズ，極東，東シベリアなどの地区で人口増大率は平均よりも高くなっている．しかし, 1939
　　　　　　第14表　1959, 1970年の現存人口数（ロシア共和国）　（出所⑩－10～15）
1959　年 1970　年
総人口に対
する都市人
口の比率
　　(％)
B/A
(％)
D/C
(％)
総人口
　(Ａ) ‰ﾁﾞ 農　村 総人口　(Ｂ) 苛計 農　村 1959年 1970年
　ロシア共和国
北　　西　　地　　区
中　　央　　地　　区
ボルガ・ビヤツク地区
中央黒土地区
ボルガ沿岸地区
北カフカーズ地区
ウ　ラ　　ノレ　地　区
西シベリア地区
東シベリア地区
極　東　地　区
117534306
10865006
25718466
　8251832
　7769183
15975358
11600749
14183926
11251563
　6473192
　4834146
61611074
7023321
15286960
3214470
2116903
7347810
4960956
8863276
5724218
3413598
3265004
55923232
3841685
10431506
5037362
5652280
8627548
6639793
5320650
5527345
3059594
1569142
130079210
12156950
27651573
　8347817
　7998214
18373426
14280644
15185196
12109501
　7463434
　5780509
80981143
　8912900
19702665
　4412074
　3214362
10481705
7106216
10439619
7431318
4612051
4131826
49098067
3244060
7948908
3935743
4783852
7891721
7174428
4745577
4678183
2851383
1648683
52
65
59
39
27
46
43
62
51
53
68
62
73
71
53
40
57
50
69
61
62
71
110.7
111.9
107.5
101.2
103.0
115.0
123.1
107.1
107.6
115.3
119.6
131.4
126.9
128.9
137.3
151.8
142.7
143.2
117.8
129.8
135.1
126.6
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年～59年に見られたような（表９）人口配置の変動は明白には見られない．
　次に，都市人口はいずれの地区においても20～50Xの増大を見せており，総人口増大率よりは高
い．総人口に対する都市人ロの比率は中央黒土地区を除いて50％以上となっており，平均して60％
の人ロが都市化されている. 1959年にくらべると，地区ごとの人口都市化率の格差も縮少し，ロシ
ア共和国の全体に都市化が進展していることが見られ,る．
　農村人口は，北カフカーズ地区，極東地区をのぞいていずれの地区でも絶対数の減少を見せてい
る．
　次に，人口の年令構成を見てみよう．表15に見られるように, 1970年の調査結果においては（理
由は不明だが），地区別人口の年令構成か示されておらず，ロシア共和国全体の年令構成しか明ら
かでない．表15に見られる, 20―29才層の比率の「落ち込み」，都市，農村女性の中高年層の比率
が男性とくらべると高いことは1959年段階と変わらない点である．
　都市男性，女性をみると，約10年間のこの期間に，男性の40才以上を除いて，大きく増大してい
るのがわかる．別稿で示す予定であるが，共和国間の人口移動は顕著でないので都市総人口か約19
37万人の増大を見せ, 1970年調査時の都市Ｏ－９才人ロが約1178万人であるので，約760万人の人
　　　　　　　　第15表　ロシア共和国人口の年令構成(1970年）（出所⑩718～19）
総　　数 　　才Ｏ－９
　　才
10－19
　　才
20-29
　　才
30-39
　　才
40-49
　　才
50-59
　　才
60－69
70才以上
農　村　男　性
　　　　　　％
農　村　女　性
　　　　　　％
都　市　男　性
　　　　　　％
都　市　女　性
　　　　　　％
22187594
　　100
26910473
　　100
37137193
　　100
4384395(〕
　　100
4835575
　21.8
4670142
　17.4
6005979
　16.2
5774217
　13.2
5267112
　23.7
4859369
　18.1
7747100
　20.9
7603575
　17.3
2366949
　10.7
2213994
　8.2
6237884
　16.8
6115692
　14.0
3533612
　15.9
3527927
　13.1
6872458
　18.5
7152426
　16.3
2644436
　11.9
3652090
　13.6
4908181
　13.2
6443170
　14.7
1547823
　7.0
3130979
　11.6
2794360
　7.5
4641998
　10.6
1223452
　5.5
2838214
　10.6
1772088
　4.8
3812099
　8.7
　747339
　3.4
1992952
　7.4
　765816
　2.1
2265028
　5.2
第16表　共和国別の都市，農村人口の変動(1959～1970) (出所⑩－８～９）
都　市　人　ロ 農　村　人　口
都市化人
口率
(1970年，
　％)1959年 1970年 増減率 1959年 1970年 増減率
ソ　　述　　邦
　ロ　シ　ア　共　和　国
　ウ,クライナ　　　〃
　べ口ロシア　　　zz
　ウズベク　　　/y
　カ　ザ　フ　　　〃
　グルジア　　　//
　アゼルバイジャンz/
　リトアニア　　　　x/
　モルダビア　　　〃
　ラトビア　　　z/
　キルギス　　　/ノ
　タ　ジ　ク　　　　/z
’アノレメニア　　　　ノz
　トルクメン　　　〃
　エストニア　　　〃
99977695
61611074
19147419
2480505
2728580
4067224
1712897
1767270
1045965
　642244
1173976
696207
646178
881844
700797
675515
135991514
80981143
25688560
　3907783
　4321603
　6538652
　2239738
　2564551
　1571737
　1130048
　1476602
　1097498
　1076700
　1481532
　1034199
　881168
136
131
134
158
158
161
131
145
150
176
126
158
167
168
148
130
108848955
55923232
22721627
　5575209
　5390523
　5227517
　2331148
　1930447
　1665480
　2242233
　919482
　1369630
　1334369
　■ 881204
　815578
　521276
　105728620
　49098067
　21437957
　　5'094555
　74777826
　　6470074
　　2446620
　　2552530
　　1556499
　　2438825
　　887525
　　1835307
　　1822902
　　1010341
’　1124681
　　474911
97
88
94
91
139
124
105
132
　93
109
　97
134
137
115
138
　91
56
62
55
43
37
50
48
50
50
32
62
37
37
59
48
65
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ロが，農村から都市への移動や，農村地域の都市への編成替えによって都市人口に分類替えされた
と考えられる.0－69才までの範囲で年令別に都市人口増大率を見ていくと，男性の場合，自然増
をのぞく410万人(37137193 - 27652664 - 6005979 - 765816 + 945934+446249)の増大のうち10－
29才層が80％をしめており，圧倒的に若年層の増大である．女性の場合も約511万人の増大のう
ち, 10―29才層が63％をしめており同様のことかいえる．
　農村人口について見ると，全体的に大きな減少を見せている．年令別に農村人口減少率を見てい
くと，男性の場合，約632万人の減少のうち, 10―29才層が57％をしめ，女性の場合，約686万人
の減少のうち, 0―29才層がやはり57％をしめ√都市人口増大の要因か農村若年人口であることを
ほぼ裏付けている．これらの計算はごく大略的な概算であるが，これにより基本的傾向を推計しう
る．
　次に，この期間のソ連邦の都市，農村人ロの変動を共和国別に見てみよう（第16表参照）．この
表からわかる点は，各共和国ともかなりの高率で都市人ロか増大しているが，都市化人口率はまだ
まだ低く北西部の諸共和国が60％台，他の諸共和国はそれ以下である．さらに，対照的な点は，北
部，西部の共和国，つまり，ロシア共和国，ウクライナ共和国，べ口ロシア共和国，リトアニア共
和国，ラトビア共和国，エストニア共和国においては，都市人口の増大とともに農村人ロの減少が
見られるが，南部，東部の共和国，つまり，ウズベク，カザフ，グルジア，アゼルバイジャン，キ
ルギス，アルメニア，トルクメンの各共和国では都市人ロの増大とともに，農村人口の増大もみら
れ，都市化のあり方，人口増域のあり方に差異，段階的格差のあることを示している．
お　わ　り　に
　いままで，ソ連邦における都市と農村との関係を分析する基礎的作業として，ロシア共和国を中
心として人ロの変動を概略的に見てきたわけであるが，以上からいくつかの点を指摘しうる√
　第１に，都市と農村の人口変動の点から見る限り，都市人口と農村人口の比率か逆転するのは，
全体的には, 1960年以降であり，きわめて最近のことである．この点はさまざまな視角から評価し
うるが，社会主義へ移行した後のソ連邦において，全国的な工業化，「都市化」により，人々の生
産・生活が大きく変化してきているのも，最近のことであることは示しえよう．
　第２に，このような変動も共和国によって段階的差異を見せており，革命以前から「先進的」な
北西部諸共和国と南東部の諸共和国における人口変動は対照的な動きであるといえる.
　（1）これらの問題に関する興味深い研究としては, JeffChinn “Manipulating Soviet population
resources”1977, L.A. Kosinski (ed)“Demographic Developments in Eastern Europe” 1977,
μ. H. BaJieHTHH≪HacejieHHe, TpyμoBue pecypcu CCCP≫1971,などかある．　　　　　　　犬
　（2）渓内譲氏は「スターリン政治体制の成立」1970, 1972,において，都市＝労働者＝プロレタ
リア党，と農村＝農民の対立，都市の「支配」として，「スターリン政治体制の成立」を構想して
いるのであるが，このような関係については，第二次大戦後のソ連においてどのような変動をたど
ると考えられるであろうか.
　（3）10月革命後，きびしい内戦や外国軍侵入という状況のもとで1918年７月25日の国家統計1と関
するレーニンの指示にもとづいて，中央統計局や県，郡，郷の統計機関か徐々に整備され, 1919年
からは「統計学通報」や「中央統計局月報」が発行される.
　1918年10月19―24日にかけて第１［可全ロシア統計協議会か開催される.17の問題が討議された
が，そのうちの主要問題としては，国家統計の基本的組織，人口統計の基本的組織，現在の工業統
計について，都市統計の課題について，地方統計局（ビューロ）の内部的組織について，などか討
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議された.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　1919年４月25日－５月２日には第２回統計大会か開催され，当面の農業や収穫に関する統計の出
所や組織について, 1919年の農民経営の家計調査について, 1919年の栄養調査についてなどの問題
の他に1920/21年冬の全ロシア人口調査の実施について討議されている.
　1920年１月には第２回全ロシア統計協議会か開催され，約20の早急問題が議論された．特に，地
方都市統計の問題については，独自の都市執行委員会をもたないすべての県都市や大郡都市におい
て，郡統計課のもとに都市統計部を組織する命題が採択された．また，人口の自然的動態の記録に
関する問題については，この課題のすべてを中央統計局と地方の県執行委員会の統計課の任務とす
る決定がなされた．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尚●
　1918年10月より，国内の多くの困難な事情の中で，工業・職業調査(10688の工場, 135万人以上
の労働者・職員を含む）や，26県の範囲にわたる農業調査や，全国的規模での食料調査が行われて
いく．その中で，特に食料危機を打開するために，多くの県で，地方ソビエト機関のイニシアチブ
で人口調査か行なわれていくが，共和国規模の調査としてはいまだ行われない．このようなソビエ
ト権力の動きの中から, 1920年の人口調査実施のための条件か成熟してくる.
　1919年12月に開催された第フ回全ロシア・ソビエト大会の決定のもとで, 1920年８月28日より，
第１回の全国的国勢調査が実施された．この調査は人口，職業，農業の分野の調査であった．
　その調査の性格，目的，計画は次のようであった.
　　「ロシア共和国の人口数やその労働力構成，現存経済力の解明のため，人民委員ソビエトは提起
する，
　1 ， 1920年，ロシア共和国全域において，人口調査（社会統計･･職業的）と工業企業の簡単な計
算を包括した農業調査を実施する．
　２，ウクライナ，トゥルケスタン，バシキール，キルギスの各共和国ソビエト代表と，ロシア共
和国における調査にさいして指定された形式や時期に関して，この地域の前述の調査の組織化につ
いて，ただちに調整に入る．
　３，人口調査（社会統計・職業的）は各人の家族状況，性，年令，読み書き，兵役義務に対する
関係，労働能力，主要な・副次的な職業，職業的技能，社会的状態を記録する」･
　調査は中央統計局とその地方機関一県，郡統計局（ビューロ）により実施された．
　調査はロシア共和国か中心であり，内戦・外国軍侵入のため白ロシア，クリミデ，ザカフカー
ス，北カフカーズ山地，トゥルケスタンやキルギスの一部，極東，ロシア共和国やウクライナ共和
国のヨーロッ八部分の若干の地域において調査実施は不可能であった．全体的には, 13000万人の
人口，1700万の農民経営, 100万の工業企業が調査対象とされ，ソ連邦全体の人ロの70％以上を包
括したといわれている．この成果はゴエルロ計画作成や食料問題解決のための資料として役立てら
れた（③－34～45，④－23～24) .本稿では，以上の状況によ今ロシア共和国に主要対象を限定し
た.
　（4）ソ連において，「都市（ｒｏｐｏμ）」，「都市的居住地(nocejiOK ropoμCKoro THna)」,「農村（ｃｅＪｌｏ）」
はどのように区分されているのだろうか．基本的な区分基準は居住人口の社会的性格，就業部門と
居住人口数であるか，現在，全共和国に共通な統一的基準はない･
　1958年以前，ロシア共和国においては，都市は，1000人以上の成人が居･住し，そのうち農業人口
は25％以下と規定され，都市的居住地は400人以上の成人が居住し, 65%以上の人々の主要家計源
が賃労働であること，保養地については恒常的居住者の半分以上を保養者がしめること，と規定さ
れていた.
　1958年以降，規定は変更され，ロシア共和国においては，都市とは居住者が12000名以上，その
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都市入口の85％以上を労働者，職員とその家族がしめる，と規定され，都市的居住地とは3000名以
上の居住者，人口の85％以上を労働者，職員とその家族がしめる，と規定され，例外としては，居
住者が3000名以下であっても，特に重要な機構のもとで生じた居住地か，あるいは，極北，極東地
方の経済的・文化的中心の居住地であるなら，都市的居住地と区分される．また，居住者が2000名
以上でその半数以上が保養者である保養地は都市に区分される．
　ウクライナ共和国においては，都市，都市的居住地とは居住者が，それぞれ，１万名, 2000名以
上であり，非農業人口が過半をしめる居住地であり，例外的には，居住者が500人以上であっても，
その居住地が工業的企業，建物や鉄道によって形成され，居住者の過半が労働者，職員であるなら
都市的居住地と区分される．
　グルジア共和国においては，都市，都市的居住地とは，居住者が，それぞれ, 5000名, 2000名以
上であり，全人口の75％以上を労働者，職員，その家族がしめる居住地をいう．
　りレクメン共和国においては，都市，都市的居住地とは，居住者か，それぞれ, 5000名，1000名
以上であり，全人ロの2/3以上を労働者，職員，その家族がしめる居住地をいう（⑥－68～70，⑦
－50～51) .農村とはそれ以外の地域といえる.
　(5) 1926年以前にも, 1923年３月15日にグルジア共和国をのぞくソ連邦全域において，都市と都
市的居住地の人口調査が行われ, 1920年における人口と比較が’されている（⑤― Tom 20―BbincK 1,
Ｔ.　1）.
　1926年12月にソ連邦全域において国勢調査が実施された．なお，タジク共和国とトルクメン共和
国のカラ・クム地区とは1927年に実施された. 1920年, 1923年の調査を継承した調査であり，計画
経済の作成やその他の目的のために利用された（④-27).
(6)1959年国勢調査は1959年１月15日に実施された．今回は，計算係り(CHeTIHK　による質問調査と
いう方法により，１月15日から22日にかけて，１月14日24時の状況に関して，住民の居住地で調査
された．その他に, 1033箇所の駅，空港，病院，ホテル，港で調査された．
　調査には約60万人の調査員と国家統計機関の作業員が参加した．うちわけは，46万8000人の計算
係りと78000入の指導者や監督者であった．調査により２億775万3000人のリストが作成され，１
月23日～２月１日の点検期間中に28万5000入のリストか追加された（⑥－５～６，⑨－５～６）．
???
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